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概要：2014 年 8 月，和歌山県の紀南エリアに存在する「南紀熊野ジオパーク」が国内の地質遺産である

「日本ジオパーク」として正式に認定され，ジオツアーが注目を浴び始めている．ジオツアーとは，ジオ

パークの中でジオサイトを巡るツアーのことである．ジオツアーの問題点として，(1)ガイドの口頭説明だ

けでは専門用語などが理解しづらいこと，(2)ガイドとジオサイトとの距離が遠く，ガイドの指し示す場所

が参加者に伝わりづらいこと，(3)“ジオツアー”そのものの知名度が低いこと，の 3点が挙げられる．そ

こで本研究では，マイクロブログを用いたジオツアー支援システム「ついジオ」の開発を行った．ついジ

オの目的は，(1)参加者の理解支援，(2)ジオツアーの知名度向上，の 2点である．ついジオの機能は，(1)

ガイドの説明や提示する写真を参加者の端末へと配信する「ガイド説明伝達機能」，(2)システム内から参

加者が Twitterへとおこなった投稿が，参加者のフォロワーへの宣伝になる「ツイート投稿機能」などが

ある．実験の結果「ついジオ」は，(1)ガイド説明伝達機能によりガイド説明が理解しやすくなり，(2)参

加者のツイートによりジオツアーの知名度向上支援になる可能性があることを示した．
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1. はじめに

2014年 8月，和歌山県の紀南エリアに存在する「南紀

熊野ジオパーク」が，日本におけるジオパークの認定機関

である「日本ジオパーク委員会」に国内の地質遺産であ

る「日本ジオパーク」として正式に認定された *1．“南紀

熊野ジオパーク”について，南紀熊野ジオパークの HPに

は，“プレートの沈み込みに伴って生み出された３種類の大

地，それらが作る独特の景観，温暖湿潤な気候がもたらす

多種多様な動植物，そしてそこから生まれた熊野信仰や筏

流しなど，数多くの優れた自然や文化を体感できるところ

です．”と説明されている *2．また，ジオパーク内で特に
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*1 AGARA 紀伊民報 入手先 ⟨http://www.agara.co.jp/news/
daily/?i=279635⟩(参照 2016-5-10)

*2 入手先 ⟨http://nankikumanogeo.jp/⟩(参照 2016-5-10)

見どころとなる景色や景観を“ジオサイト”と呼ぶ．ジオ

パークの中でジオサイトを巡るツアーのことをジオツアー

と呼び *3，和歌山県でも近年から実施されている．ジオツ

アーを行う目的として，地域の持続可能な社会・経済の発

展を促進することが挙げられる．これは，ジオサイトを訪

れるというきっかけから県外の人を県内に呼び込み，経済

を活性化させるということである．

このように現在注目を浴びているジオツアーだが，実際

のジオツアーでは，ガイドがジオサイトを説明する際や，

昔の小さい現地写真を説明する際，参加者に対して，説明

が伝わりづらいことが問題点として挙げられる．また，ガ

イドの口頭説明に専門用語が多く参加者が理解しづらいこ

とや，参加者がガイドの説明を聞き逃してしまうことも問

題点として挙げられる．さらに，“ジオツアー”の知名度

が高くないことも問題点として挙げられる．以上のことか

ら，本研究では，マイクロブログを用いたジオツアー支援

システム「ついジオ *4」の提案を行った [1]．

*3 入手先 ⟨http://www.yuzawageopark.com/basic⟩(参照 2016-5-
10)

*4 由来は，Twitter の“Twi”であると同時に，このシステムを用
いて「“ついジオ”ツアーに行きたくなるシステム」という言葉
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本論文では，提案した「ついジオ」の概要と開発につい

て述べる．さらに，「ついジオ」を用いた実験と考察，評価

についてそれぞれ述べる．

2. ジオツアーの課題点

本章では，ジオツアーでの 2つの課題点について述べる．

• 課題 1

ジオツアーの課題点として，ガイドが遠方の場所を説

明する際や小さい写真を説明する際，参加者に対して，

指差しだけでは対象物が伝わらなかったり，説明が伝

わりづらかったりすることが問題点として挙げられる．

また，ガイドの口頭説明に地学に関する専門用語が多

く参加者が理解しづらいことや，説明するガイドとの

距離が遠く参加者がガイドの説明を聞き逃してしま

うことも問題点として挙げられる．これはジオツアー

が，自然地形の制約上，参加者全員の顔が見える状況

での解説ができないことが原因として考えられる．つ

まり参加者が，ガイドの説明が複雑で理解が困難であ

ると感じた際，ガイドとの距離が遠いことで，ガイド

の場所まで説明を聞きに行くのが面倒と感じてしまう

ことがある．また，説明をしているガイドや，参加者

同士で遠慮をしてしまい，再度ガイドへと説明を要求

することが困難と感じてしまうことがある．実際のジ

オツアーでの例として，山の中などで道が狭い場合，

ガイドと参加者が縦 1列にならぶことがある．このと

き，主に 1番前のガイドのみジオサイトの説明を行う

ため，列の後方の参加者は聞き逃すことがある．この

際も，上記の理由で参加者はガイドへと質問すること

が困難になる．

• 課題 2

文献 [2] によると，“ジオツアー”の知名度があまり

高くないことも問題点として挙げられる．この文献で

は，実際にジオツアーに参加した参加者の住まいを調

査している．さらに，ジオパークの情報を知っていた

かについても事後調査を行っている．その結果，参加

者の住まいはジオツアーが行われた近郊の市町村に集

中していることが明らかとなった．また，南紀熊野ジ

オパークの情報を知らない人もいることがわかった．

ここから，ジオツアーの知名度向上を行うためには，

実際に現地に赴いたジオツアー参加者が，ツアー中に

県外や遠方の方に情報発信を行い，他者の興味をひく

ことが必要であると考えられる．

3. 関連研究

本章では，スマートフォンを用いた観光支援に関する研

究，SNSを利用した観光支援に関する研究，ジオツアーに

から「ついジオ」と命名した．

関する研究を示し，本研究の位置づけを明らかにする．

3.1 スマートフォンを用いた観光支援に関する研究

スマートフォンを用いた観光に関する研究として，長尾

らの研究がある [3]．この研究は，GPS機能とカメラ機能

を搭載したスマートフォンを利用して観光支援を行い，現

地体験を促進することを目的としている．本研究でも，ジ

オツアーへ行くという動機付けを参加者に持たせる工夫が

必要であると考えられる．

携帯電話を用いたガイドシステム開発の研究として，Li

らの研究がある [4]．この研究は，PDA機能を用いた研究

である．本研究では，スマートフォンを利用するシステム

開発をおこなっているため本研究とは異なる．

観光ナビゲーションシステム開発の研究として，丸山ら

の研究がある [5]．この研究は，観光客が観光スケジュール

の作成支援と作成したスケジュールに沿った経路案内を行

うシステムを開発する研究である．また，スマートフォン

の GPS機能を用いた観光に関する研究として，新井らの

研究や今村らの研究がある [6][7]．しかし，これら 3つの

研究は，スマートフォンに付随している GPS機能を用い

た観光支援システムである．本研究では，GPS機能を用い

た支援は行っていないため本研究とは異なる．

ニューツーリズムの 1つである「ヘルスツーリズム」の

研究として，河辺らの研究がある [8]．この研究は，既に存

在するウォーキングマップを活用し，ユーザの健康増進を

目的としている．また観光の新しい形態である，観光客に

情報を与えないシステムの開発として，田中らの研究があ

る [9]．この研究は，観光客の周辺の地図をあえて隠す観

光ナビを開発するという研究である．スマートフォンを用

いた観光支援アプリケーションとして，「じゃらん観光ガ

イド *5」や「公式・世界遺産高野山旅自慢 *6」がある．し

かし，これら 4つの研究やシステムは観光客のみが使用す

る．本研究では，SNSを利用して情報を発信することで，

ガイドと参加者や，参加者同士がシステムを通じてコミュ

ニケーションを図りながらツアーを行うジオツアー支援シ

ステムの開発を行う．

3.2 SNSを利用した観光支援に関する研究

Twitterを用いた観光に関する研究として，斉藤らの研

究がある [10]．この研究は，Twitterを用いてガイドを行

う「Twitterジオツアー」を実施し，その手法と効果につ

いて検討している．しかし，この Twitterジオツアーは，

実際に現地に赴いたのはガイドのみで参加者は Twitter内

の不特定多数の人である．本研究では，ガイドとともに参

*5 入手先 ⟨https://play.google.com/store/apps/details?id=net.jalan.
android.kankou&hl=ja⟩

*6 入手先 ⟨https://play.google.com/store/apps/details?id=com.
shukyakudoor.android.koyasanguide&hl=ja⟩
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加者も現地へ赴き，ガイドの解説を聴きながら巡る一般的

なジオツアーを対象としている．

さらに，SNSデータを分析し観光支援を行う研究とし

て，Giorgosらの研究がある [11]．この研究は，SNSの中

にある観光地の評価情報を組み合わせ，システム内部で

分析を行い，ユーザに適した目的地を提示する仕組みに

なっている．位置情報付きツイートを利用した研究とし

て，中嶋らの研究がある [12]．この研究は，Twitterアプ

リや Instagram*7 から発信された位置情報付きの投稿を収

集し，旅行者の観光ルートを抽出するものである．これら

のシステムは，ツイートへの位置情報付加機能を用いてい

るが，本研究では Twitterのハッシュタグ機能を用いて，

ツアーガイドや参加者へはコミュニケーション支援，また

参加者のフォロワーへ対して，ジオツアーの知名度向上支

援を行っている．

さらに，Twitterを利用した観光地情報推薦システムと

して，免田らの研究や田中らの研究がある [13][14]．これ

らの研究は，Twitterに投稿された観光地に関するツイー

トを収集し，分析を行い，ユーザへと観光地を推薦し，提

示するというものである．本研究では，ジオツアーに関連

するツイートを収集し，他者とコミュニケーションを図る

きっかけを与えるために収集したツイートの提示を行う．

また，Facebookを利用した研究として菅瀬らの研究があ

る [15]．この研究では，Facebookと連携したコミュニケー

ションシステムを試作している．本研究では，Twitterを

利用し，ツアー中の他者とのコミュニケーション支援を目

的とする．

3.3 ジオツアーに関する研究

ジオツアーに関する研究として，澤田らの研究や村越ら

の研究がある [16][17]．これらの研究で得られた結論やア

イデアを参考にして，本システムの機能を実装する．

ジオツアーとエコツアーに関する研究として，小泉の

研究がある [18]．この研究では，観光旅行とは違いジオツ

アーに施されている工夫についての説明や，ジオパークと

地域振興の関係性やジオツアーガイドの人材育成の重要性

についての説明が記されている．本研究でも，ジオツアー

での地域振興と，ジオツアーの知名度向上支援を行うこと

を目的とする．

ジオツーリズムとダークツーリズムに関する研究とし

て，鈴木の研究がある [19]．この研究は，火山地帯であり

地震大国である日本において，ジオパークのあり方を考え

る上で避けては通れない災害などの，ネガティブな事象を

見て防災などに役立てる，ダークツーリズムとの関わりに

ついて考察している．本研究では現在，ダークツーリズム

については扱っていない．

*7 入手先 ⟨https://www.instagram.com/⟩

4. ついジオ

4.1 システムの概要

本章では開発したシステム「ついジオ」について述べる．

ついジオは，ジオツアー時にガイドと参加者がそれぞれ利

用することを想定したWebアプリケーションである．こ

のアプリケーションは各自の所有しているスマートフォ

ンから利用可能である．システムの機能として，ガイド説

明補助による参加者の理解支援になる「ガイド説明伝達機

能」，Twitterを用いた参加者同士のコミュニケーションか

ら知名度向上支援になる「ツイート機能」「ツイート閲覧機

能」を備えている．また，容易な操作や自動更新機能を備

えることで，ツアー中のガイドや参加者にかかる負担を可

能な限り軽減する工夫を施した．

4.2 設計方針

本システム「ついジオ」の設計方針を以下に示す．

( 1 ) 参加者の理解度向上支援

ジオツアーガイドがジオサイトの場所を指差しながら

の説明や，口頭説明だけでは参加者に説明が伝わりづ

らいという問題がある．そこで，ガイドと参加者は，

各自の所有しているスマートフォンから本システムを

利用し，参加者が，ガイドからの詳細な説明を受け取

ることで，参加者の理解度向上支援を行う．

( 2 ) 知名度向上支援

“ジオツアー”や“ジオサイト”といったツアーや言

葉の知名度そのものが低く，持続可能な社会・経済の

発展を促進するという目的を達成することは難しいと

いう問題がある．そこで，ジオツアー参加者が情報発

信を行うことで，この問題を解決する．情報発信を行

う方法を考察した際，近年の利用者数が増加している

SNS*8 に注目した．ICT総研 *9 の 2015年度の SNS

利用動向に関する調査 [20]によると，日本の SNS利用

者数は 6,451万人（見込み）であり，普及率は 65%と

なっている．また，今後さらなる普及が見込まれてい

る．さらに SNSの中でも文献 [21]によると，2010年

11月現在で，国内利用者数 1,244万人（実質 1,600万

人と推定）を占める Twitter*10を情報発信のツールと

して本システムと連携させ，ジオツアーの知名度向上

を行う．

( 3 ) コミュニケーション支援

ジオツアーが自然地形の制約上，参加者全員の顔が見

える状況での解説ができないことや，参加者に対して

ジオガイドが少ないことから，ガイドと参加者，また

*8 Social Networking Service の略
*9 市場調査会社・シンクタンク出身者を中心に設立された独立系調
査会社

*10 入手先 ⟨https://twitter.com⟩
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サーバ ジオツアーガイド

ツアー参加者 2ツアー参加者 1 ．．．

Twitter

友人・知人

スマートフォン スマートフォン

スマートフォン

インターネット

ツイート情報
ジオサイト情報

(b) (a)

(c)

(d)

(e)

<1>

<1>(1)

(1)

(1)

(2)

図 1 システム構成図

は参加者同士が，コミュニケーションをとることが困

難であるという問題がある．そこで本システムでは，

Twitterを用いてガイドと参加者，または参加者同士

のコミュニケーション支援を行う．

4.3 システム構成

図 1についジオの構成図を示す．ついジオは，ガイドが

あらかじめ登録しておいたジオサイトの説明を参加者へ発

信するためのサーバと，参加者がガイド説明を閲覧するた

めに利用するスマートフォンから構成される．システムの

流れとして，始めに参加者とガイドはブラウザを立ち上げ

指定の URLを入力する．図 1(a)のジオツアーガイドはメ

インページより，図 1 <1>のように，図 1(b)のサーバを介

して参加者へあらかじめ登録しておいたジオサイト情報を

発信する．さらに，図 1(c)のツアー参加者はツアーの感想

や疑問点などをシステム内のツイート投稿機能（4.4.3項参

照）により，図 1(1)のようにインターネットを介して，図

1(d)の Twitterへと投稿を行う．そうすることで，図 1(2)

のように図 1(e)の参加者の友人・知人へとジオツアーやジ

オサイトを広め，ジオツアーの知名度向上支援を行う．ま

た，参加者のツイートはツアーガイドも閲覧できるため，

参加者が疑問に思っていることをすぐに答えることができ

る．このようなことから，ガイドと参加者はコミュニケー

ションを図るきっかけになると考えられる．さらに，本シ

ステム外の Twitterと連携を行っているため，本システム

を知らなくても Twitter上での検索などから，ジオツアー

(a) ガイド側画面

(b) 参加者側画面 ( 説明表示前 ) (c) 参加者側画面 ( 説明表示後 )

説明表示ボタン

説明文が自動表示

あらかじめ

ここに説明が
表示される

登録した説明

ジオサイト選択ボタン

ジオサイト
選択ボタン

図 2 ガイド説明伝達機能

の存在をアピールすることが可能である．

4.4 各機能の説明

本節では，4.2節で述べた設計方針をもとに開発したつ

いジオの機能について説明する．

4.4.1 ガイド説明伝達機能

本項では，設計方針 (1)に基づいて開発した，ガイド説明

伝達機能について述べる．図 2にガイド説明伝達機能の画

面を示す．この機能は，ガイドがあらかじめ登録した説明

や画像を参加者側に表示することができる機能である．図

2(a)がガイド側画面，図 2(b)および (c)が参加者側画面で

ある．初めにガイドは，図 2(a)の中の (1)のボタンより，

登録したジオサイトの場所を選択する．次に，図 2(a)の中

の (2)の表示ボタンを押すことでガイドの説明や写真を参

加者へと，伝達することができる．参加者側画面では，図

2(b)から図 2(c)のように，ガイドがボタンを押すとすぐ

に，ガイド説明が自動で表示されるため，ほぼリアルタイ

ムでガイドの説明する文章や写真を閲覧することが可能と

なっている．参加者側に説明が自動で表示されることで，

参加者の負担を軽減し，ガイドの説明に集中することがで

きる．

4.4.2 画像伝達機能

本項でも 4.4.1項と同様に，設計方針 (1)に基づいて開発
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←こ
こ！

色選択ボタン

写真伝達ボタン

(1)

図 3 画像伝達機能

した，画像伝達機能について述べる．図 3に画像伝達機能

の画面を示す．この機能は，ジオサイトの場所が遠く，ガ

イドの指さしだけでは参加者に伝わりづらいなどの場合に

使用する機能である．まず，ガイドは図 3(a)のように，ス

マートフォンに内蔵されているカメラで写真撮影を行う．

次にガイドは，図 3(b)(1)の枠内に表示される写真上に，ジ

オサイトを見つけるためのヒントを描く．図 3(b)(2)のジ

オサイト選択ボタンを用いて，写真に写っているジオサイ

トを選択することができる．さらに，図 3(b)(3)の色選択

ボタンを用いて，ガイドがヒントを描く線の色，図 3(b)(4)

の太さ選択ボタンを用いて，ガイドがヒントを描く線の太

さを選択することができる．また，図 3(b)(5)の写真消去

ボタンを用いて，ヒントを描いた写真を消去することがで

きる．ガイドがヒントを描いた写真を図 3(b)(6)の写真伝

達ボタンを用いて，参加者へ伝達することができる．これ

らの機能により，たとえジオサイトの場所が遠く離れてい

たとしても，ガイドは明確に参加者へとジオサイトの場所

を伝えることができる．

4.4.3 ツイート投稿機能

本項では，設計方針 (2)に基づいて開発した，ツイート

投稿機能について述べる．図 4にツイート投稿機能の画面

を示す．この機能は，図 4(1)のテキストスペースに記述

した文字が Twitterへと投稿される機能である．また，ツ

イート投稿時に図 4(2)の写真選択ボタンから，写真 1枚を

同時に投稿可能となっている．さらに，図 4(3)の投稿ボタ

ンからのツイート投稿時に「#ジオツアー」がテキストス

ペース内の文章に自動付与されるという特徴がある．この

機能により，ツアー参加者は，その時の心情や気持ち，ま

たはジオツアーの楽しさなどをツイート投稿機能から投稿

することで，参加者自身が意図せずとも，“ジオツアー”を

参加者自身のフォロワーへと宣伝することができる．

4.4.4 ツイート閲覧機能

本項では，設計方針 (3)に基づいて開発した，ツイート

閲覧機能について述べる．図 5にツイート閲覧機能の画面

を示す．この機能は，ガイドの画面と参加者の画面で見る

ことができる図 5(1)の「みんなのページ」画面に存在する

機能である．図 5(2)に参加者ツイート例を示す．この例

のように，みんなのページでは，Twitterにつぶやかれて

橋杭岩いいね！ ツイート
投稿ボタン

写真選択
ボタン

(3)

(1)

(2)

図 4 ツイート投稿機能

リプライ

リツイート

いいね

※個人情報保護のため一部隠蔽

参加者ツイート

みんなのページ(1)

(2)

(3)

図 5 ツイート閲覧機能

いる「#ジオツアー」付きツイートを自動収集し，ユーザ

名，ユーザ ID，ツイートされた日時，テキストを表示す

る．またテキストと同時に写真が投稿されている場合，写

真も表示する．ガイドが，ツイート閲覧機能のある「みん

なのページ」を閲覧することにより，参加者がツアー中に

何を思っているのかをガイドが知ることができるため，話

をするきっかけになる可能性がある．また，参加者同士も

みんなのページを閲覧することにより，自分の意見と同じ

人が存在するかの確認や，他の参加者の意見に自分も共感

し，図 5(3)に示す「リプライ」や「いいね」をすることか

ら，他の参加者とのコミュニケーション支援ができる．

5. 実験

5.1 検証項目と目標

本実験では，以下の項目について検証を行う．本実験の

目的は，実際のジオツアーで利用するための必要な機能や

システムの改善点を見出すことである．

( 1 ) 文章や写真を伝達するガイド説明伝達機能により，参

加者の理解度は向上したか

( 2 ) 参加者がツイート投稿機能から投稿するツイートは，

ツイートを見ている Twitter閲覧者がジオツアーに対

する関心をもつきっかけになったか

( 3 ) ツイート閲覧機能により，ツアー参加者が他の参加者

とコミュニケーションを図るきっかけになったか

5.2 検証概要

本実験は，実際のジオツアーで使用する前段階の実験で
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ガイド ( 著者の 1人 )

参加者

図 6 実験中の様子

あるため，著者の 1人がツアーガイド役を行った．実験協

力者は和歌山大学の大学生 31名で，10名をツアー参加者グ

ループ，21名を Twitter閲覧者グループとした．Twitter

閲覧者グループとは，「ツアー参加者グループが実際にツ

アーを行っている時間帯（1時間）にTwitterを見ていまし

たか？」という質問をツアー後に行い，Twitterを見ていた

グループのことを指す．なお，この Twitter閲覧者グルー

プの 21名にはこのツアーを行うことを事前に知らせていな

い．ツアー参加者グループは 3グループに分けツアーを行

い，タスクとして，ガイドの説明を聞きながら 1ツイート

以上を行うということを設けた．今回の実験では，和歌山

の観光地である和歌山マリーナシティの中の黒潮市場とポ

ルトヨーロッパでツアーを行った．実験終了後にアンケー

ト調査を行った．結果を 6章に示す．さらにシステムの有

無による比較実験では，順序効果を考慮した．なお，シス

テムありの場合もなしの場合も，同じ説明を行った．図 6

は著者とツアー参加者がシステムを用いてツアーを行って

いる実験風景である．

6. 実験結果と考察

6.1 ガイド説明伝達機能の実験結果と考察

表 1にツアー参加者に実施したガイド説明伝達機能のア

ンケート結果を示す．「ガイド説明が出ることで，ガイド

説明そのものがわかりやすくなった」（表 1（1））という

質問を行ったところ，5段階評価で中央値 5，最頻値 5と

いう高い評価を得た．高い評価をした実験協力者の意見に

は「ガイド説明がはっきりと可視化され，見返しもできる」

「聞き逃しを防げた」という意見が得られた．また「ガイ

ド説明の文章が出ることで，観光地に対して，より自分の

理解を深められたと思う」（表 1（2））という質問を行った

ところ 5段階評価で中央値 4，最頻値 4,5という高い評価

を得た．高い評価をした実験協力者の意見には「テキスト

のため，興味のある単語はすぐに調べることができて便利

だった」「文章なしだと 1度聞き逃したあとはもう詳しく聞

く気にならない．システムがあったことで理解できた」と

いう意見が得られたが，低い評価をした実験協力者の意見

には「聞くだけで理解できるし，両方さわっているとどち

らもおろそかになる」「ガイドの説明が長いとツイートす

るために下までたくさんスクロールをしないといけない」

という意見も得られた．さらに「ガイド説明の写真が出る

ことで，観光地に対して，より自分の理解を深められたと

思う」（表 1（3））という質問を行ったところ 5段階評価で

中央値 4.5，最頻値 4,5という高い評価を得た．高い評価

をした実験協力者の意見には「手元で写真を閲覧できて便

利だった」「ガイドの説明に合わせて自分の好きなように

ズームができるため理解するのにとても有益に感じた」と

いう意見が得られた．このことから，ガイド説明伝達機能

は，画面 UIの検討が必要だが，ガイド説明については参

加者の理解を深める可能性があると考えられる．

6.2 ツイート閲覧機能の実験結果と考察

表 2にツアー参加者によるツイート閲覧機能のアンケー

ト結果を示す．初めに，「他の参加者のツイートを見て楽し

めた」という質問に対して 10名中 9名が楽しめたと回答

した．その理由に「Twitterクライアントを開かなくても

みんなの意見が見られたから」「各々がいろんな写真を上

げていたため，見るだけで楽しかった」という意見が見ら

れた．このことから，閲覧ページにて参加者のツイートを

閲覧できる機能は，ツアーを楽しむきっかけになる可能性

があると考えられる．次に「他の参加者のツイートを見る

ことで，ほかの参加者とのコミュニケーションを図るきっ

かけになった」（表 2（1））という質問を行ったところ，5

段階評価で中央値 4，最頻値 4という高い評価を得た．高

い評価をした実験協力者の意見には「投稿された写真を見

て，直接感想を言うことでコミュニケーションを図ること

ができた」という意見もあったが，低い評価をした実験協

力者の意見には「ツイートを見ずに直接話すことが多かっ

た」という意見もあった．このことから，ツイート閲覧機

能は，参加者と直接話す距離に自分がいる場合，システム

内でコミュニケーションを図るということは少ないが，投

稿されたツイートの内容から，他者とのコミュニケーショ

ンを図るきっかけが生まれる可能性もあることが考えられ

る．さらに「他の参加者のツイートを見ることで，自分の

ツイート意欲が上がった」（表 2（2））という質問を行った

ところ，5段階評価で中央値 4，最頻値 4という高い評価を

得た．高い評価をした実験協力者の意見には「他の参加者

が投稿していない観点の画像を投稿したいと思った」「周り

がツイートしていたので自分もツイートしようと思った」

という意見もあったが，低い評価をした実験協力者の意見
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表 1 実験終了後のガイド説明伝達機能に関するアンケート結果 (5 段階評価)

質問項目
評価の分布

中央値 最頻値
1 2 3 4 5

(1)
ガイド説明が出ることで

0 1 0 2 7 5 5
ガイド説明そのものがわかりやすくなった

(2)
ガイド説明の文章が出ることで，観光地に対して，

0 2 2 3 3 4 4,5
より自分の理解を深められたと思う

(3)
ガイド説明の写真が出ることで，観光地に対して，

0 0 0 5 5 4.5 4,5
より自分の理解を深められたと思う

・評価項目 (1:強く同意しない，2:同意しない，3:どちらともいえない，4:同意する，5:強く同意する)

表 2 実験終了後のツイート閲覧機能に関するアンケート結果 (5 段階評価)

質問項目
評価の分布

中央値 最頻値
1 2 3 4 5

(1)
他の参加者のツイートを見ることで

0 3 0 6 1 4 4
他の参加者とのコミュニケーションを図るきっかけになった

(2)
他の参加者のツイートを見ることで

0 0 1 5 4 4 4
自分のツイート意欲が上がった

・評価項目 (1:強く同意しない，2:同意しない，3:どちらともいえない，4:同意する，5:強く同意する)

表 3 Twitter 閲覧者用アンケート結果 (5 段階評価)

質問項目
評価の分布

中央値 最頻値
1 2 3 4 5

(1)
“#ジオツアー”付きツイートを見て

0 3 2 11 5 4 4
そのツイートに関心を持った

(2)
“#ジオツアー”付きツイートを見て

0 6 5 8 1 3 4
ジオツアーやジオサイトに興味が湧いた

(3)
“#ジオツアー”付きツイートを見て

0 5 4 7 5 4 4
次は自分もツアーに参加してみたいと思った

・評価項目 (1:強く同意しない，2:同意しない，3:どちらともいえない，4:同意する，5:強く同意する)

には「他人の投稿を見ているだけで楽しかったから」とい

う意見もあった．このことから，ツイート閲覧機能は，参

加者のツイート意欲を促進する可能性があると考えられる．

6.3 Twitter閲覧者のアンケート結果と考察

表 3に Twitter閲覧者のアンケート結果を示す．「“#ジ

オツアー”付きツイートを見て，そのツイートに関心を

持った」（表 3（1））という質問を行ったところ，5段階評

価で中央値 4，最頻値 4という高い評価を得た．高い評価

をした実験協力者の意見には「写真とともにツイートされ

ていて，楽しい！などのポジティブな意見が見えた」とい

う意見があった．さらに「“#ジオツアー”付きツイートを

見て，ジオツアーやジオサイトに興味が湧いた」（表 3（2））

という質問を行ったところ，5段階評価でどちらの質問も

中央値 3，最頻値 4という評価を得た．高い評価をした実

験協力者の意見には「写っていた建物がきれいだったから

行ってみたい」「楽しそうな雰囲気が伝わった」などの意見

もあったが，低い評価をした実験協力者の意見には「いい

ね！楽しい！などの感嘆文だけがツイートされていたりし

て，あまりジオツアーの良さがわからなかった」「ジオツ

アーという言葉を知らなかった」という意見も得られた．

また，「“#ジオツアー”付きツイートを見て，次は自分も

ツアーに参加してみたいと思った」（表 3（3））という質問

を行ったところ，5段階評価で中央値 4，最頻値 4という高

い評価を得た．高い評価をした実験協力者の意見には「と

にかく楽しそうだった」「和歌山の観光地にあまり行ったこ

とがないので行ってみたい」という意見もあったが，低い

評価をした実験協力者の意見には「ジオサイトじゃなかっ

たため」「ジオツアーにまだピンと来ていない」という意見

もあった．このことから，Twitter閲覧者にジオツアーそ

のものの説明をうまく伝える工夫は必要だが，ツアー参加

者がついジオを利用してジオツアーの楽しさをツイートす

ることで，ジオツアーについて詳しくない Twitter閲覧者

にも，ジオツアーの楽しさやおもしろさを宣伝できる可能

性があると考えられる．

7. おわりに

本論文では，マイクロブログを用いたジオツアー支援シ

ステム「ついジオ」の開発と，その評価実験について述べ

た．評価実験の結果，以下の 2点を明らかにした．

( 1 ) ガイド説明伝達機能により，ガイドの説明や画像が参

加者の画面に表示されることでガイドの説明が理解し
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やすくなる．

( 2 ) ツアー中に参加者が行うツイートにより，ジオツアー

について詳しくない Twitter閲覧者にも，ジオツアー

の楽しさやおもしろさを宣伝できる可能性がある．

今後の課題として，ジオガイドによる本システムの機

能および UI設計の評価を行い，実際のジオツアーで利用

する．
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